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1 ．は じめ に

　昨今、学校における事故や事件がよ く取 り沙汰され てい

る。 特に、報道 され て い る事故は大きな径我をした もの が

多い。事 故が起 こ る要因にっ い て 調べ 、安全 に 実験が 行わ

れ るためには どの よ うな対策を立て、か っ 、どの よ うに実

験を行 えぱ よい の 力榔 1す る こ とと した。

2．実験中に起 こ っ て い る事故例

　実験 中に よ く起 こ る事故は、ガ ス バ ーナー
による火傷や

火災、水素の 発 生実験 の 際にお こ る爆発な どがあ げ られ る。

こ れ らは、小 さな事故 と して 誰もが遭遇 しや すい もの で あ

る。しか し、小 さな事故 は、新聞や テ レ ビで 報道 されない

ため、危険な経験 を した人 が どの 程度存在するの か わか ら

ない 。そ こで、実験中の 危険体験にっ い て ア ン ケートを取

っ て 調査 した
。
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　　　　　　　図 1 危険体験の 内容．

3 ．理科に 対する認識調査

単語
・
文節分析法に よる調査

　単語 文節分析法は、2003 年度奈良教育大学大学院卒業生，

三上 に よっ て 考案 され た新 しい 授業分析法である。方法は、

ごく小 さい 用繍 こ質問文を書き、その 質問に対し て メモ 書

き程度 の コ メ ン トを書い て も ら うとい うもの で、調査 に 必

要な下準備も調査 に必要な時間も数分で十分で ある。集ま

っ た コ メン 5は Justsystem　itの一太 郎を使用し、使用単

語検 索 シ ス テム 「修太 」 で 単語 ・文節を拾い 出し、単語 ・

文節の 意味合い ご とに分析 を行 う。

4．児童 ・生徒の 安全讖

　中学 1年生 ・高校 1年生 ・大学 1年生 ・大学 2年生 ・大

学3 年生 （いずれもH17 年度現在）に ア ン ケ
ー

ト調 査を行 っ

た。中学 1年生 と高校 1年生 はい ずれも、進学直後の 4 月

にア ン ケートを実施 し、ま だ本格的 に中学 ・高校 の 学 習 内

容に入 っ てい ない 、ち ょ うど小 学校 ・中学校 卒業段階の 状

況で調査 した。設問は、理科に対するイ メ
ージ と安全認識

との 関連をみ るた めに 2項 目と した。調 査 方法は先 に述べ

た 単語 ・文節分析法を用い 、一
部 実際の 手作業に よる人数

集計を行っ tt。そ の 結果、各学年層の 学習お よび生活経験

と知識に 相関が見 られ、新旧学習課程 との 関連駐・生活科

との 関連牲をみ るこ とがで きた。また、危険体験の 調査結

果 と対比 させ て も、危険回避や安全 に対する認識が低い 事

が伺える。生活習慣な どか ら考えて も、火や器具に 対する

安全認識が子 どもの 中にあるとは考えに くい。

5 ．対策と提案

各地の 教育委 員会で も様 々 に 対策力垳 われ て い る。しか し

なが ら、調査黠果か ら得られた試薬に対する認識の差を解

消す るた めの 対策が充分ではない た め、提案と して試 薬の

安全 性を確 認す る ため の 実験試薬データベ ース を作成 した。
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6 ．まとめ

　調 査結果 か ら 、 児童 ・生 徒は学年が低けれ ば低 い ほ ど教

師の 指示 に従順 である とい えるた め、初歩的な器 具の 使用

方法の 指導など、低学年か ら細魁 こ指導をす るこ とが望ま

れ る。 さらに、一
度学ん で注意す る よ うに指導 した こ とで

も、注意事項 を忘れ て しまわない よ うに、実験 を行 うた び

に使用方法や注意点を確認す るよ うに した方が よい 。そ の

際、実験試薬データベ ース を使用 し教師側 も再確認す るこ

とで 新た な事故を予 防するこ とがで きる。子 どもへ の 事細

か な指導と同時に、教師
一

入
一

人 の 実験指導 に対す る 注

意 ・関心を高め てい くこ とが重要で ある。
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